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スーパーコンピュータHITAC S-810

アレイプロセッサシステム
Supercomputer HITAC S-810ArraY Processor SYStem

HITAC S-810アレイプロセッサ システムは,大規模科ギ:枝椰結†‾算に対する山場

要求にこたえて,臼_立言製作所の技術を結集して開発した世界故紙速クラスのスⅥ-パ

ーコンビュータである｡高速化を図るためにアーキテクチャを蹄Lく開発し,-拉新

のLSI,ICメモりなどの半導体及び実装技術を便m Lて論二曙‾方式を構成したt､

大規模問題を高速処理するために,主記憶が256Mバイトまで拡先主できるようにL

たのに加え,半j媒体メモリによる拡貼記憶が1,024Mバイトまで実装できる｡高速化

‾方JじとLて‾､1fそ列演算ニパイプラインプラ‾式を代り,校数個の棋界器をう_tfそ列に動作させる

ことか可能である｡また,約80件のベクトル命令をサボ【卜することにより高連処

理の範岡を拡大した｡

q 緒 言

近年,科学技術の多くの分野で役稚かつ大規快な計_砕か必

要になってきている〔)二れまでに,原ナノJ,航空‾｢学,与t象

といった分野での大規校計算を対象に,一般にスーパーコン

ピュータといわれているヤト学技術計算専用機が,主として米

[-IミⅠで開発され使用されてきた｡娘二世では利椚分野か-急速に拡

大し､構造計筒,分子科学,核融合,半導体,資汁別業杏,環

上釦川i▲,エネルギーー給配,総柄分析などいろいろな分町で高

速計算のニーズが高まってきている1)｡

これらの分野では,物坪のブナ利三上(を高帖†空に解くこと,人

らi二の数僻データに-一式三の計算処理を行なうこと､現象の帖間

的経過をシミュレーションすること,物j哩実験や_11学実験に

代えてシミュレーションすることなど,スーパーーコンヒュ一

夕の使用ノブ法で新しい通が開かれつつある｡そLて,いずれ

♂〕問題でも,膨大な数値データを処理する巨大な計算パワーー

が必要になってきている｡

HITAC S-810アレイプロセッサ システム(以‾卜,S-810と

底
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略す｡)は,二のような8影大な数他データを高速に処理する分

野に,特に過でナするように開発Lたスr-パ【コンピュータで

ある2)｡

図1にS 810グ‾)外観を示す｡

臣l 開発の概要

(1)S-810の位二置什け

S-810は,ヤト学托術計算糊プロセッサのJ泣卜位機柚であり,

一呪日ミト､‡での商梢の不斗学技術計節用フ■‾■ロセッサの月之卜位グルー

プ‾にイ立詳汁ナけることができる｡

日立製作所では従来から,不斗学技術計算を高速に処理する

専用機構として,IAP(Integrated Array Processor:1勺蔵ア

レイプロセッサ)の1渦発を行ない,汁L用超大形機であるHITAC

M-180,M-200H,M-280Hに組み込んで高速処理のニーーズに

こたえてきたニi･4)｡ノト凶拝H発LたS-810は,IAPでの技術と維

験を生かし,偶発思想を更に充姥させたものである｡

和恵敷j

図I HITAC S-810アレイ

プロセッサ システムの夕十観

配線遅延を小さくするため,架が

トライアングル構造になっている｡

最大256Mバイトの主記憶,最大

l′024Mバイトの半導体拡張記憶が

構成できる｡

*

日立製作所神奈川工場
**

日立製作所中央研写E所

13



542 日立評論 VO+.65 No.8(柑83-8)

(2)高速処理能力

S-810はモテル10とモデル20の2モデルかあり,貴大処理

能プJはモデル10か315MFLOPS(Million Floati叩Operations

Per Second),モデル20か630MFLOPSである｡この超高速

処理能力は次の技術により実現Lている｡

(a)枚数偶の演算器がそれぞれ並行して動作することが可

能な並列パイプライン演算処理

(b)256語×32(モデル10では16)の大谷･量ベクトルレジスタ

(c)二最大256Mバイト(モデル10では鼓大128Mバイト)の大

容量主記憶と並列主記1意アクセス処理

(d)ベクトル命令機能拡張によるベクトル処羊里化の拡大

(3)新しい記憶階層構成

演算処理速度の向上ととい二,巨大軒卜学技術計算では入出

力動作時間の高速化も極めて重要である｡S-810ではこの問

題を解決するために,主記憶とディスク袋帯との間に半導体

を掴いた大谷量の拡張記憶を用意した｡これは最大容量が

1,024Mバイトで主記憶との転送速度が500Mバイト/秒若しく

は1,000Mバイト/秒と,従来のディスクの転送速度に比べ150～

300恰も高速化している｡

(4)新しし､半導体技術と高速実装技術

超高速処理を実現するために,二大に示す鼓新テクノロン【

を採用Lている｡

(a)550ゲート/チップ,0.35ns及び1,500ゲート/チップ,

0.45nsの速さをもつ論理LSIを全面採用することにより,

件能と伝線性の向上を図った｡

(b)ベクトルレジスタにはアクセス時間4.5nsの1kビット

バイポーラRAM(Random Access Memory)を高密度に集

桁したノ＼イブリソドモシュールを傾用し,大谷苗化を実現

した｡

(C)主記憶にはアクセス時間40nsのスタティソクRAMを高

密度に集桔したハイプリソドモジュ【ルを使用し,最大256

Mバイトの主記 [‾ナ星を可能にした

(5)イ言相性,イ米守件の向_L

高イ言相性のLSIを仝r白け采用することにより,信粉性の向上

を凶るとともに,サ【ビスプロセッサを用いて診断7しログラ

ムの処理や遠隔保守動作を行なうことが可能であり,保守性

を向+二させた｡

田 基本仕様

3.1 アーキテクチャ

S-810のアーキテクチャは,図2に示すようにベクトル演算

を高速に処王堅する新しいベクトル拡張アーキテクチャを中心

とし,従来のHITAC Mシリーズ(以下,Mシリーズと略す｡)

のアーキテクチャも包含Lている｡ベクトル拡張アーキテク

チャは,83椎のベクトル命令セット,ベクトル レジスタ,ベ

クトル マスク レジスタ及びベクトル アドレス レジスタな

どから構成される｡これによりベクトル処理の高速化を図る

とともに,従来のソフトウェア,周辺装置,端末装置をシス

テム構成品としてもつことが可能なため,移行惟,拡弓良性の

点でも柔軟なアーキテクチャの構造になっている｡

3.2 システム構成

S-810のシステム構成図を図3にホす｡S-810はベクトル処

理ユニット,スカラー処理ユニット,主記憶装置,拡張記憶装

置,サービスプロセッサ,入出力処理装置から構成される処

理装置複合体である｡

ベクトル処理ユニットはモデル10とモデル20により演算器

の個数及びレジスタ個数が異なり,ベクトル処理能力がモデ

14

HITAC

Mシリーズアーキテクチャ

Mシリーズ命令セット

汎用レジスタ

浮動小数点レジスタ

制御レジスタ

アドレス変換

記憶保護

プログラム事象記韓

インタパルタイマ

クロックコンバレータ

CPUタイマ

TODクロック

195命令

16

4

16

ベクトル拡張アーキテクチャ

ベクトル命令セット

ベクトルレジスタ

ベクトルマスクレジスタ

ベクトルアドレスレジスタ

浮動小数点レジスタの追加

十12(計16)

論理アドレス,実アドレス拡張

拡張記憶保護

ベクトル処理用タイマ

データ形式

浮動小数点データ 64/32ビット

固定小数点データ 32ビット

論理演算データ 64ピット

注:略語説明

CPU(CentralProces引ng Unlt)

TOD(Tlme Of Day)

図2 H什AC S-810のアーキテクチャ S-810のアーキテクチャは.

ベクトル演算を高速処理するベクトル拡張アーキテクチャを中心とし,従来の

HITAC Mシリーズのアーキテクチャも包含している｡

スカラー処理

ユニット

ベクトル処理

ユニット

サービス

プロセッサ
スカラー演算器

バッファ記憶

ベクトル演算器群

ベクトルレジスタ

演算処理装置

主 記 憶 装 置

最大256Mバイト

最大1,000Mバイト/秒

拡 張 記 憶 装 置

最大1,024Mバイト

最大96Mバイト/秒

入 出 力 処 理 装 置

最大32チャネル

プ斗卜/秒‡‡I 壬 ‡IIl

日日日日日日日日
磁気ディスク装置

図3 H什AC S-810のシステム構成図 演算処理能力に見合った主記

憶,拡張記憶を構成することができる｡



表I H什AC S一別0の概略イ士様 モデル10と20の二つのモデルがあり,

モデル20はベクトル処玉里能力がモデル10のほぼ2倍になるように構成されて

いる｡

モ デ ル S-8柑/10 S一別0/ZO

演算処理釜置

ベ ク ト ル 命 令 数 80 83

レ

ジ

ス

タ

汎 用 レ ジ ス タ 16(32ビット)

浮動小数点レジスタ 16(64ビット)

制 御 レ ジ ス タ 16(32ビット)

ベクト ルレジスタ 256語×16 256語×32

ベクトルマスクレジスタ 256語×8 256語×8

スカ ラー レジスタ 16 32

ベクトルアドレスレジスタ 48

デ

l

タ

形

式

固 定 小 数 点 32ピット

浮 動 小 数 点 32,64ビット

論 王里 64ビット

条件付ベクト ル処理 あ り

ベクトル処理用タイマ機構 あ り

バ ッ フ ァ 記 憶機構 64kバイト 256kバイト

主記憶装置

容 量 16,32,64,I28Mバイト 32,64,ほ8,256Mバイト

エ ラ
ー

チ ェ ッ ク 1ビットエラー訂正,Zビットエラー検出

拡張記憶装置

容 量 128～5事2Mバイト 128～l′024Mバイト

エ ラ
ー

チ ェ ッ ク 2ビットエラー言丁正

最 大 転 送 速 度 5(】OMバイト′/秒 500,l′000Mバイト′′′秒

予備メモリ自動切替機構 あ り

入出力処･理装置

チ ャ ネ ル 数 8,16,24.3Z

最 大 転 送 速 度 96Mバイト/′秒

チ ャ ネ ル 種 頬 BLMPX,BYMPX

ル20はモデル10のほぼ2倍にしてある｡また,主記憶装置は

最大256Mバイト,拡張記憶装置は遠大1,024Mバイト,チャ

ネルは最大32≠i接続が可能である｡

これJ〕のS-･810の概略仕様を表=二示す｡

また,システムを運用する場fナのシステム構成とLては,

タイムシェアリング
システム

リモートジョブ

エントリ

グラフィック
ディスプレイ

カード
リ ー グ

磁 気
ディスク

S 810

主記憶

16-256Mバイト

ラ イ ン

プリンタ

(a)スタンドアロンシステム構成

スーパーコンピュータHITAC S-810アレイプロセッサシステム 543

図4に示すような二つのタイプのシステム構成をとることが

できる｡一つは同図(a)に示すスタンドアロン構成であり,他

の一つは同Ⅰ※Ⅰ(b)にホすフロントエンドに汎用処理装苗三を一枝紙

したl凍結合マルチプロセッサ柿成である｡Mシリーズのもっ

ている機能を一通り備えているので,S-810単独で全盲講処理

や入出力制御処二曙をも実行させることができる｡1味結fナマル

チプロセ､ノサ構成の場合は,汁L用処理装道三でジョブ背理,人

出力制御､コンパイルなどを受け持ち､S-810は軒卜学技術計

算の実行に専心するとし､う長を過な負荷分散が可能である｡

山 方式設計

4.1 ベクトル処理方式

(1)ベクトル命令の種籾

S-810の高速処理能ブJを 卜分に引き山すためには,ベクト

ル処理範囲を拡大することが重要である｡ベクトル命令を実

行した場合ク)桶算能力比は,その部分を従来の命令で実行L

た場†ナと比べ十～数十竹に達する｡したがって,FORTRAN

で苦かれたソーーース フ‥ログラムをできるだけベクトル命令に艇

開し処】塑することが必要になる5)｡

そこで,表2に示すように計算の構成要素の広範囲にわた

りベクトル命令に展開し,ベクトル処理ができるようにした｡

同表にはM-260HIAPの場合のベクトル処理可能な鞄囲とを

対比させて示している｡S-810ではIAPでのベクトル処理可

能な範囲に加えて,スパース行列の処押によくでて〈る間接

指標ベクトルに対する演算,幣数･論理演算,関数などをベ

クトル命令に展開することかできる｡

このようなベクトル処理範匪1の拡大を【妥1るために,表3に

示すベクトル命令レパ｢トリを用意Lた｡モデル10では80稗,

モデル20では83椎のベクトル命令･がある｡ニれらの命令レパ

ートリの約半数の命令には,条件付きベクトル碗算を可能と

するマスク付きベクトル命令のバリエーションがあり,命令

数はそれらのバリエーションを含めると'更に多い(.

(2)ベクトル命令実行方式

ベクトル処理のアーキテクチャを具体的なFORTRANプロ

グラムを例にとって説明する｡プログラムのDOループがコン

パイラによリベクトル命令･に展開される対象となる｡区15に

簡単な例を示す｡ここでA(Ⅰ),B(Ⅰ),C(Ⅰ)は通常のベクト

ジョブ管理
人出力制御

コンパイル

タイムシェアリング

システム

リモートジョフ

エントリ

グラフィック

ディスプレイ

Mシリーズ

汎用処理装置

カ
ード
リ

ー グ

ラ イ ン

プリンタ

科学技術計算実行

S 810

主記憶

16 256Mバイト

磁 気
ディスク

(b)疎結合マルチプロセッサシステム構成

図4 H汀AC S一別0システム構成例 スタンドアロン構成(a)で使用する場合と,フロントエンドに汎用機を接続Lた疎結合マルチプロセッサの構成(b)の両

方の構成が可能である｡
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表2 計算の構成要素とベクトル処理の可能性 s･一別0では計算の

構成要素の広範囲にわたってベクトル処王里ができるようにL,高速処‡里を図っ

ている｡

No. 構成要素 FORTRAN例
M-280H

IAP
S-810

l 匹l則;寅算 A(Ⅰ)=B(工)＋C(工) ⊂+ ⊂_〕

2 内積,総和 S=S＋A(Ⅰ)米B(工) (⊃
√‾＼.

しノ

3 条件文付ループ
工F〔A(Ⅰ).EO.B(工)〕

C(工)=D(工)

C) ⊂J

しJ4 整数･論理演算 N(工)=+(工)＋K(工) ×

5
間接指標ベクトル

(リストベクトル)

K=N(工)

A(K)=B(K)＋C(K)

×

6 集約･分散 A(工〉=B〔L(工)〕 ×

】

〔〕･

7 関数(SIN,EXP) ×(工)=EXP〔Y(工)〕 ⊂〕 (1

8 参照関係不適 A(工)=A(エー4)＋B(工) × ×

9 DOループ以外 × ×

表3 ベクトル命令の種芙頁と命令数 ベクトル処理範囲を拡大するた

めに,S810では大幅にべクトル命令の種美白と数を増やLている｡

分 類
M-200H

工AP

M-280H

工AP
S-810/10 S--810ノ/ノ20

ロ
ー

ドノ/′ス ト ア 0命令 0命令 16命令 18命令

転 送 4 4 6 7

四 則 演 算 8 8 ll ll

10マ ク ロ 演 算 14 20 10

フォーマット変換 2 2 2 2

比 較 0 12 12 12

検 索 0 0 7 7

論 理 演 算 0 0 7 7

マ ス ク 演 算 0 0 7 7

制 御 0 0 2 2

ノゝ･ 言十 28 46 8D 83

注:略語説明 工AP(エロtegrated Array Processor)

ルである｡

このプログラムの実行は匡16のような流れとなる｡ベクト

ル命令に制御をi唆す前にスカラー処理による前準備が必要であ

る｡まずベクトル処理に必要なアドレス,すなわちベクトル

A,B,Cそれぞれの先頭アドレスと変位分アドレス及び増

分アドレスをアドレス レジスタにセットする｡二大に汎用レジ

スタに処理すべきベクトル要素数(繰返し回数で図5の例では

N)をセットする｡

これらの前処理の後ベクトル命令をベクトル処理ユニット

で実行することになる｡この例では,まずベクトルBをベク

トル レジスタ0へロードするVLD(Vector Load)命令,引き

続いてベクトルCをベクトル レジスタ4にロードするVLD命

令,次にベクトルBとベクトルCを加算するVEAD(Vector

EleI℃entⅥrise Add)命令,最後に演算結果をベクトルAに書き

込むVSTD(Vector Store)命令を,ベクトル処玉里ユニットで

実行する｡これらのベクトル命令はスカラー処理ユニットから

16

FORTRANプログラムのDOルーフ

DO lO l二1.N

lO A(り=B川･C(り

0
ベクトル コンパイラ

ベクトル命令オブジェクト

VLD VRO.B

VLD VR4.C

VEAD VR8.VRO､VR4

VSTD VR8.A

注:略語説明

〉L口(VectorJo∂d)

VEAD(Vector E】eme[t州Se Add)

〉STD(Vector Store)

VR小春ベクトル レジスタ)

図5 ベクトル命令への展開例 FORTRANプログラムのDOループが

ベクトル コンパイラにより自動的にべクトル命令に展開される｡

スカラー処理ユニット

ベクトル命令前処理

E X V P 命 令

ス カ ラ ー 命 令

次のベクトル命令前処理

E X V P 命 令

ベクトル処理ユニット

R

R

R

R

V

V

V

V

D

D

D

D

D

A

T

N

4RVOR

B

C

V

∧〔

次のベクトル命令列

注:略語説明 EXVP(Execute Vector Processlng)

図6 ベクトル処理の涜れの例 スカラー処理ユニットが,ベクトル命

令実行のための前準備を行ない,EXVP命令で起動をかけることにより,ベク

トル処理ユニットは)度されたベクトル命令列を実行する｡

のEXVP(Execute Vector Processing)命令によI)制御がベ

クトル処理ユニットに引き手度される｡一連のベクトル命令例

(二の例では4命令)の実行が,処理すべきベクトル要素数に

ついてまとめて一括並列処理される｡

4.2 拡張記憶処理方式

拡張記憶は主記憶の外側に置き,一時データセットとして

磁気ディスク装置の代替として用いる｡拡張記憶と主記憶と

の間のデータ転送の殻小単位は4kバイトである｡このデー

タ転送は,主記憶から拡張記憶へのWrite命令と,拡張記憶
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DJMENS10NA(10000)
l

l

l

lB(10000)
l

l

l

WRITE(6)A
J

】

l

l

l

l

l

l

l

J

l

l

READ(6)B
l

l

j 拡張記憶使用
N

l

lサブルーチンコールY 主記憶▲---一一

拡張記憶

転送命令

(Wrlte命令)

l

l

1

l

1

1

J

-

l

l
l

スーパパイザコール

N

l

拡張記憶使用

Y 拡張記憶-す

主記憶

転送命令

lサフ′ルーチンコール
J

スーパバイザコール
l

l

l

1

1

】

J

l

l

(Read命令)

l

図7 拡張記憶のプログラムからの利用方式 拡張記憶はデータセット単位に磁気ディスクの代替とLて使用され,ユーザーは特に拡張記憶を意識する

ことなく,プログラムを作成することができる｡

から主記憶へグ〕Read命令によって行なう二Lとかできる｡二れ

らの命令は,Mシリーズ♂)命令セリトにあるMVCL(Move

Charactor Long)命令と同じような動作をするテ■一夕の柏勅

命令であり,人｢lりJ命令とは異なる｡このため人J-1リノ命令の

場合に伴う起動時間に木‖当するようなオーバヘッドはない

拡張記佗のプログラムからの利川ノブ‾Jじの他覚を図7にホす｡

プログラムでWRITE,READ‾丈を発行すると,オブンェク

トプログラムは,該当するサブルーチンを実行する｡拡引去記

憶催鞘暗は,二のサブルーーナンの中でOS(Operating System)

スーーーパパイサか呼び出され,主記憶と拡舶記佗の間の転送命

令が実行される｡拡巌記憶この使用はデータセット単位二にJCL

(Job ControILanguage)で指定するグ)で,ユーーサーーーは拡朕記

憶の/Jイl三を意識することなくプログラムを作成することかで

きる｡

8 論理構造

5.1論理構造の特長

S-810グ)高速処理を実現するための論理構造の特長を二大に

記す｡

(1)高速のベクトル処理を実現するために,特にベクトル処

理ユニットを設けた｡ここで並列動作か叶能なパイプライン

i寅算器を複数個(モテル10で6イ帆モデル20では等価的に12佃)

もち.二れらが二蔽列に動作することにより最大処群能プJを高

めている｡

(2)パイプライン滴算器に高速にデータを供給するために,

ベクトル処理ユニットに大容量のベクトル レジスタを設けた｡

これは主記憶とパイプライン横二算器との間に位置し,高速デ

ータ バッファとしての役割を果たしている｡モデル20では256

語×32セットを用意し,その素子にはアクセス時間が般大

4.5nsという高速のバイポーラRAMを用いている｡

(3)ベクトル処理かできない部分は,従来の命令で実行する

(これをスカラー処理と呼ぶ｡)ことになるが,この処理を高速

に実行するスカラー処理ユニットを,ベクトル処理ユニットと

は別に設置した｡このスカラ処理ユニットには,高速化のため

に専用の高速バッファ記憶を256kバイト(モデル20)用意した｡

また,浮動小数点レジスタ数をMシリ【ズの4佃から16個に

叶傾ミLて処碑♂1高速化を凶っている｡攻fに,ベクトル処稗ユ

ニットとスカラー処月1ユニットを‾肪列に処理することにより,

ワ三効件能の山上を【ニヌトノた√,

5,2 ベクトル処理ユニット

S 810グ).言論増村を造の概略ブロックト女Ⅰを図8にホす｡主記怯,

ベクトル処珂ミュニット,スカラー処ゼ1!ユニット,人出ブJ処理

楽音i-1壬,拡リ1主記怯かノ〕成る｡ベクトルi缶令を実行するベクトル

処f里ユニ･･ノトは,6仰1のパイプライ ン棋界器をLr】心にべクト

ル アドレス レ ジスタ肝,ベクトル ローート パス,ヘクトル

ストア ノ､ス,スカラー レジスタ,ベクトル レジスタ,ベク

トル マスク レジスタなどから成る｡

モデル10の場ナナに,図8にホすように,64/32ビットのi手動

′ト数∴lさ二演許を行なうパイプライン演算器としては加算二/論理満

符号詰が2仙と,【子押+に接続する乗除餅器とノJ【J許器及び同じく

血列に接紙する乗符器とノ州符音詩とがある｡また,ベクトル レ

ジスタは､256語×16セ､ソト(モデル10では256吉告×32セット)

ある｡二れノ〕のベクトル レジスタには,主記憶からベクトル

レジスタへチータをロードするたオ)のベクトル ロ【ド パス

と,i単にベクトル レジスタかご〕デーーータをストアするためのベ

クトル ストア パスをt設けた｡そして,二れらのロード/スト

7'ハスは独立に並列動作できるようにして,ベクトル レジ

スタ～]三記憶例の転j去スループットをl‡■ごiめている｡

モデル20はモデル10に比べ,パイプライン演算器の能プJか

2†た,ベクトル レジスタグ)谷岩が2倍である｡変に主記憶と

ベクトル レジスタ間のベクトル ロード パスとストア パス

グ)スルーブ､ソトもそれぞれ2†-こいこなるようにLてある｡こう

してモデル20のベクトル盲寅算能力がモデル10のほぼ2イ･汗にな

るような構成になっている｡

田 ソフトウェア

S-810の高速性能を拉大限に引き出し,効二果的に運用する

ため次のソフトウェアを開発した6･7)｡

(1)制御プログラムVOS3/HAP(Virtualstorage Operati咽

System3/High speed Array Processor)

S-810を制御するプログラム プロダクトであり,汎用プロ

セソサ制御プログラム プロダクトVOS3/SP2(VOS3/Sys-

17
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図8 H汀AC S-810論理構造概略図 ベクトル処理の高速化を図るた桝二,パイプライン演算器を複数個もち.二れらが並列に動作可能になっている｡

tem Product2)ととい二倍用する｡

(a)VOS3/HAPによりスタンドアロン システム構成によ

る汎用性と高速性の向立,及び疎結合マルチブロセソサ構

成による敏速な機能分散が可能である｡

(b)また,VOS3/SP2の使用により,ベクトル処理と合

わせてMシリ)ズと同様なセンタ運用か可能である｡

(2)FORTRANコンパイラ

S-810の高速性能を最大限引き出すように設計されたコンパ

イラである｡標準の言語仕様によって作成されたFORTRAN

プログラムから,ベクトル命令で実行できる部分を自動的に

探し出す自動ベクトル処理化機能をIAPから更に発展させ拡

充している｡

(3)ベクトル処理化アナライザ▲-vECTIZER''

VECTIZERはFORTRANプログラムを解析して,ベクト

ル処理を広範囲に拡大するためのチューンアップを効率よく

実施するためのプログラムである｡この出力情報を利用して

プログラムを修正することにより,ベクトル処理の部分が拡

大し高速性能が得られる｡

(4)サブルーチン ライブラリ"MATRIX/HAP”

S-810の高速性能を生かした専用の行列計算サブルーチン

ライブラリであり,ニ大のものがある｡

(a)行列の加f成算･乗算

実行列×実行列,実行列×帯行列などを扱う｡

(b)連立一次方程式

実行列,実対称行列,複素行列,帯行列などを扱う｡

(C)固有値解析

実行列,実対称行列,エルミート行列,複素行列などを

扱う｡
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l】 緒 言

以_L,S-810の高速処理方式について,科学技術計算を高

速に処理するためのアーキテクチャの開発と,論理方式上の

特徴を中心として述べてきた｡ス､-パーコンピュータの性能

を最大限に引き出すためには,処理の多くの部分がベクトル

処理化されなければならないが,S-810ではこのために多く

の機能をもって高速性能を実現している｡

このス【パーコンビュー一夕は,1983年‾ド期から出荷する予

定であり,性能,信頼度などの由でユーザーの要求,期待に

こたえるように‾努力したい｡

この装置の開発に当たり,終始適切な御指導,御協力をい

ただいた多くの関係各位に対し深く謝意を表わす次第である｡
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